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ミの画集lまドイ`ッライフ吟ィッヒにあ＇いて希文臼手ざ九た玲画り年鑑

て` ｀` なんと 1904年明治 37与のものて｀、`日露戦争が始寺つ

だ年の毛の C`ヅ、 光が「に（なミの本が牙 l苓で、年こヽヽ乙I：：奇存され

だ((904~19 l3年）言t10舟の毛のがあ碍文（戎在辺碍基差に）

疇は 3色の凸ll反（銅l)反）て知1 ら九て知、スミ｝｝反 I~ なく、 I必要 i 
によって年及が使中にてい手ぅ。蝶致I五50該．たまに('75練恥。

じぎの色 I°J: / 1..,,-ヘ°て貝るこかな')lここ｀`っておリ、それ［：：よってか之つ

て疇、こころのバランスがうまくいつていみようt｀す・吃れにしてそ厘、

釦本を砂知急手が‘な色を応じざ也て本’')色の対区、か｀•うまく度 le):.れてヽ＼
ろこ艮・¥＼呑う、

さて＼＼ぢば｀し学ぶべきことはクうデニシヨンか‘・、ハイライト応中l訊

ジヤド｀ーまてよく痰珍ざれておリし ／＼イライトの訊註虹く出て＼ヽると

同吋にシャ仁のあ，)はリがよくついて 9)ま3、ミれ1まこう加謬由かう

て｀しょうが

ミの当叶1な勿碑カラー 7ィIレムがあリま也ん、したかう`て立立がラ

など,~爾乞森（莉ラ絃 I~ 含L祈I を -s/ いだもの）を入れ．、レンス｀めと
ミろに3色分諮フィルター（赤酸青味 の3色の名h'うね）を入比なが＇

らは文 、！攻分陪祗景’クをした 3放の分鋲．年幻ガがら嬰）灰をしだも

のて、緊I)反の人／ま直疲画を見ながらがあろいは最低て9•ももの
‘‘3 7'ナ

玲を見ながら槃規きした C隅 r~ 淘ぐ会具で色落 l丁したがのを見なからの i 

蛯版です｀ カラーフィlレムては 1回の霧尤て撮繋りするフれレムてある I 
ため、ハ4う仕．シャドーの詞知i応しまい、てれをそのま＼カラー

ふと＼＼フてスキマナーにオ卦げたのては罰子がっぷけしてしまいます｀ I 
這賑版の方法 1ま3衣吟酔ネ ガが‘ぅ藩芸うに造レオ最 リし ！ 

て定シ｀も囁るが、又I埠膨疫（＜密着はズ°ンを作苓ミの店罪這ツ‘ I 
の応｀．｛位が忍之ら卯ます、次 Iこ湿哀法（もズ•丁て知話和 35年汲和直）
て網キガ恥と＇)、き同いの大小 l：：：おきかえられた砂祈予謬、こなる．次 1こ鋼

禾瓦1-:童'71:7ム西辰ガ）印どを虹奴グ砂た感・光液を達和レーこ加：：：絆取

嚢窟箔して凌打 1戸現象咋と、望ぃ成源吟砂‘の応尤成1むも噂

うないだめシ梵木去って合同校の少也印⑰ゞ祖ます、

さてミの版をA也辺~At. 合矢の底倉虫液につけるこ合同千17) 烈司呉のとこ

効嘉鯰ざれて四み凸fl和海兎てくなが、ミれを玲病を見ながら 3彦の

阪0))＜ランスと見ながら`ニスで店紐を止め1 しまっだ＇）してく！）かえし

版を作リ 、 丘和' •4可衷も朽こ忍I をく乃‘えしながら毬））及し1 ゆ←の
て`＇す。 I --—— ＿ ← •-一―-- ·-------一ー・ー・；
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図1 1904年度版表紙

図2 1913年度版表紙

図3 1904年度版全体

図4 1913年度版全体
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（この品のみlり戸尽）
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